
ジクロフェナクＮａゲル１％「日本臓器」
経皮鎮痛消炎剤
東光薬品工業株式会社
【効】下記疾患並びに症状の鎮痛・消炎
変形性関節症、肩関節周囲炎、腱・腱鞘炎、腱周囲炎、上腕骨上顆炎（テニ
ス肘等）、筋肉痛（筋・筋膜性腰痛症等）、外傷後の腫脹・疼痛
【用】症状により、適量を１日数回患部に塗擦する。
【副】添付文書参照
※同一成分のジクロフェナクＮａゲル１％「ＮＩＧ」が販売停止のため
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ボリコナゾール錠５０ｍｇ「トーワ」
深在性真菌症治療剤
東和薬品株式会社
【効】○下記の重症又は難治性真菌感染症
・侵襲性アスペルギルス症、肺アスペルギローマ、慢性壊死性肺アスペルギ
ルス症
・カンジダ血症、食道カンジダ症、カンジダ腹膜炎、気管支・肺カンジダ症
・クリプトコックス髄膜炎、肺クリプトコックス症
・フサリウム症
・スケドスポリウム症
○造血幹細胞移植患者における深在性真菌症の予防
【用】成人（体重４０ｋｇ以上）：通常、ボリコナゾールとして初日は１回
３００ｍｇを１日２回、２日目以降は１回１５０ｍｇ又は１回２００ｍｇを
１日２回食間に経口投与する。なお、患者の状態に応じて、又は効果不十分
の場合には、増量できるが、初日投与量の上限は１回４００ｍｇ１日２回、
２日目以降投与量の上限は１回３００ｍｇ１日２回までとする。
成人（体重４０ｋｇ未満）：通常、ボリコナゾールとして初日は１回１５０
ｍｇを１日２回、２日目以降は１回１００ｍｇを１日２回食間に経口投与す
る。なお、患者の状態に応じて、又は効果不十分の場合には２日目以降の投
与量を１回１５０ｍｇ１日２回まで増量できる。
（小児の用法、用量は添付文書参照）
【副】添付文書参照

タダラフィル錠２０ｍｇＡＤ「ＴＥ」
ホスホジエステラーゼ５阻害剤
トーアエイヨー株式会社
【効】肺動脈性肺高血圧症
【用】通常、成人には１日１回タダラフィルとして４０ｍｇを経口投与する。
【副】添付文書参照

フシジンレオ軟膏２％
抗生物質製剤
アルフレッサ ファーマ株式会社
【効】
＜適応菌種＞
本剤に感性のブドウ球菌属
＜適応症＞
表在性皮膚感染症、深在性皮膚感染症、慢性膿皮症、外傷・熱傷及び手術創
等の二次感染【用】症状により、適量を１日数回患部に塗擦する。
【用】患部を清潔にした後１日数回適量を直接患部に塗布するかまたは無菌
ガーゼに延ばして貼付する。
【副】添付文書参照

ミニリンメルトＯＤ錠６０μｇ
ペプタイド系抗利尿ホルモン用剤
フェリング・ファーマ株式会社
【効】中枢性尿崩症
【用】通常、デスモプレシンとして１回６０～１２０μｇを１日１～３回経
口投与する。投与量は患者の飲水量、尿量、尿比重、尿浸透圧により適宜増
減するが、１回投与量は２４０μｇまでとし、１日投与量は７２０μｇを超
えないこと。
【副】添付文書参照
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⚫ 大塚生食注２ポート１００ｍＬは供給低下により、入荷困難となっている
ため、一時オーダ不可となっています。
（代替薬：大塚生食注１００ｍＬ）

⚫ セファクロルカプセル２５０ｍｇ「ＳＷ」は、供給停止により、院内在庫
消尽したため、オーダ不可となっています。
（代替薬：メイアクトMS錠100mgなど）。

一部医薬品の供給低下、供給停止のお知らせ


